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８月28日付けで，両学府の組織改編計画が認められ，平成30年４月から新体
制となる旨の報告があった。

( 2) 理事（研究・評価担当）
・平成３０年度科学研究費助成事業の申請について（口頭）

( 3) 理事（国際・地域・広報担当）
・国連開発計画（UNDP）との教育連携協定の更新について（資料3-2）
・危機管理への対応について（口頭）
・「Close Up YNU2017秋号」の発行について（口頭）

( 4) 理事（財務・施設担当）・事務局長
・平成３０年度概算要求について（資料3-3）

( 5) 副学長（教育担当）
・横国学長企画 オリンピック・パラリンピック特別公開講座２０１７（案）

について（資料3-4）
( 5) 教育学部長

・平成２９年度神奈川県教育職員免許法認定講習実施報告について（資料3-5）
( 6) 理工学部長

・学生の処分について（口頭）
( 8) 環境情報研究院長

・第40回国立大学法人大学院環境科学関係研究科長等会議について（資料3-6）
( 9) 学務部

・「オープンキャンパス２０１７」来場者数について（資料3-7）
(10) 施設部

・平成２９年度施設修繕計画について（資料3-8）

Ⅲ 人事事項報告

議長（学長）から，資料３-９に基づき，先端科学高等研究院の人事事項について報
告があった。

Ⅳ その他

委員から，「文部科学省：国立教員養成大学等の改革に関する有識者会議報告書」
が取りまとめられ，第３期中期計画期間中に各大学・各学部が主体的に改革案をまと
める答申が出たことに対して，執行部の考え，新しい情報の確認があった。議長（学
長）から，国大協のトップセミナーの情報交換会では重要なテーマとして各学長間で
意見交換したこと，本学執行部の中で問題提起をし，本学に即した具体的な改革案を
検討していきたい旨の発言があった。

Ⅴ 審議事項

１．「名誉教授称号授与の推薦」について
議長（学長）から，名誉教授の選考は，教育研究評議会が行うものであること，ま

た，今回の被推薦者１名の名誉教授の称号の授与は，名誉教授称号授与規則第4条の２
第２項により，定年年齢に達した日以降の最初の４月１日になる旨の説明があった。
続いて，名誉教授称号授与予定者を推薦した部局長から，資料４及び４-１（回収資料
５）に基づき，被推薦者の説明があり，審議の結果，原案のとおり推薦者１名の名誉
教授称号授与が承認された。

以 上


